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ワ

ー

グ

ナ

ー

・
死

・
不

死

伊

藤

嘉

啓

(
一
)

フ

ォ

イ

ア

ー

バ

ハ

ワ

ー

グ

ナ

ー
が

フ

ォ

イ

ア

ー

バ

ハ

(
U
巳

乱

σq

国
Φ
器

H
σ
9。
o
F

H
。。
O
幽
為

b。
)

を

知

つ

た

の
は

、

い

つ

で
あ

つ

た

か
?

自

叙

伝

『
わ

が

生

涯
』

で

見

る

と

、

ワ

ー

グ

ナ

ー

に

ア

ォ

イ
,ア

ー

バ

ハ
を
読

む

や

う

に

す

・
め

た
最

初

の
人

は
、

ド

レ

ス
デ

ン
時

代

(
一
八

四

二
ー

四

九
)

の
友

人

メ

ッ

ツ

ド

ル

フ

(
竃

①
けN
α
O
同
h
h
)

で
あ

つ

た
。

メ

ッ
ツ

ド

ル

フ
は

カ

ト

リ

ッ
ク

の
司

祭

で
あ

る

が

政

治

運

動

に
も

関

心

が

あ

り

、

四

九

年

五
月

の

ド

レ

ス
デ

ン
蜂

起

で

は
、

義

勇
軍

の

指

揮

に
当

つ
た
。

革

命

失

敗

後

は
、

パ

リ
に
亡

命

、

そ

こ

で

二
十

年

を

過

し

、

一
八
七

〇
年

八

月

、

ス

イ

ス
の

ル

ツ

ェ

ル
ン
の
路

上

で

、

偶

然

に

も

ワ
ー

グ

ナ

ー

と
再

会

し

て

ゐ

る
。

こ

の

メ

ッ

ツ
ド

ル

フ
が

フ
ォ

イ

ァ

ー

バ

ハ
の

こ
と

を

、

「
新

し

い
時

代

の
唯

一

。
真

正

な

哲

学

者

」

と

し

て
、

ワ

ー
グ

ナ

ー
に
推

奨

し

た

の

で

あ

る
。

し

か

し
、

『
わ

が

生
涯

』

を
読

む

と
、

ド

レ

ス
デ

ン
時

代

に
先

だ

つ
て
、

パ

リ

時

代

(
一
八

三
九

ー

四

二
)

に
、

友

人

の

レ
ー

ル

ス

(
ω
鋤
ヨ
露
Φ
一
い
o
耳

ρ

H
◎。
O
①
ム

Q。
)

が
霊

魂

の
不

死

を

疑

問

視

し

て
ゐ

る
と

云

つ
て
、

ワ

ー

グ

ナ

ー
を

驚

か

し

て
ゐ

る

。

こ

・
に
、

フ

ォ

イ

ア

!

バ

バ
の

名

ま

へ
は

、

直

接

に

は
、

出

て

来

て

ゐ

な

い
が

、

お

そ

ら

く

レ

ー

ル
ス
は

、

こ

の
時

す

で

に
、

フ

ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
の

著

作

を

読

ん

で

ゐ

た

の

で

あ

ら

う

と

も

云

は

れ

る

。
(例

へ
ば
、

O
お

びq
o
〒
U
①
毎

『

肉

・
ミ

犠
晦
蕊
恥
き

ω
」

O
O
)

さ
う

だ

と

す

る

と
、

ワ

ー

グ

ナ

ー

一1一



の

フ
ォ

イ

ア

!

バ

バ
体

験

は

、

通

説

よ

り

も
、

少

し
遡

る

こ
と

に
な

る

。

フ
ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
は

、

一
八

〇

四
年

の

生

れ

で

あ
り

、

一
八

二
九

年

か
ら

バ

イ

エ

ル

ン
の

エ
ア

ラ

ン
ゲ

ン
大

学

の
私

講

師

を

し

て

ゐ

た

が
、

三

〇
年

、

二
十

六

歳

の
と

き

に
、

『
死

と
不

死

に

つ

い

て

の
思

想

』

(O
ミ

亀
§
却
§

§

ミ

↓
ミ

ミ
蕊
職

q
蕊
無
ミ

ミ
腎
寒

無
鳳)

と
題

す

る
本

を
、

ニ

ュ

ル

ン

ベ

ル
ク

の
本

屋

か
ら

出

版

し

た
。

こ
の
本

は
、

当

時

の

キ

リ

ス
ト
教

ー

そ

れ

は
、

キ

リ

ス
ト
教

そ

の

も

の

と

い

ふ

よ

り

も
、

体

制

側

に
立

つ
て

ゐ

た

そ

の
頃

の

キ

リ

ス

ト
教
会

を
、

痛

烈

に
批

判

し

た

も

の

で

あ

つ
た

か

ら
、

僧

職

者

、

神

学

者

か

ら

の
反

発

は
、

も

ち

ろ

ん
、

世

間

一
般

か
ら

も

危

険

思

想

と

み

な

さ

れ

た

。

本

は

匿

名

で
出

版

さ

れ

た

の

で

あ

つ
た

が
、

そ

の
著

者

が

フ
ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
で

あ

る

こ

と

は
、

た

ち
ま

ち
知

れ
渡

り

、

そ

の

た
め

に
、

フ
ォ

イ

ア

ー

パ

ハ
は

、

大

学

で

の
教

職

に

つ
く

望

み

を
断

た

れ

て

し
ま

つ

た
。

事
実

、

以

後

二
、

三
度

、

友

人

や
知

人

の
世

話

で
、

大

学

教

授

の
話

も

な

い

で

は
な

か

つ

た
が

、

そ

の
度

ご

と

に
、

こ

の

『
死

と

(
1

)

不

死

』

の
た

め

に
、

話

は

ま

と

ま

ら

な

か

つ
た

の

で
あ

る
。

し

か

し
、

フ
ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
は
、

こ
れ

で
抹

殺

さ

れ

て

了

つ
た

わ

け

で

は

な

い
。

三
七

年

以
後

ず

つ
と
、

ニ

ュ

ル
ン

ベ

ル
ク
郊
外

の

ブ

ル

ッ

ク

ベ

ル
ク

(切
歪

o
犀
げ
o
彊

げ
臨

》
諺

げ
9。
o
げ
)

に

引

き

こ
も

つ
て

ゐ

た

の

で

あ
る

が

、

四

八
年

三
月

の

ウ

ィ

ー

ン
と

ベ

ル
リ

ン
で

の
三

月

革

命

は

、

フ
ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
に
も

影

響

を

与

へ
な

い

で
は

お

か

な

か

つ

た

。
「
危

険

思

想

」

が
脚

光

を
浴

び

る
時

代

が

来

た

の

で
あ

る

。

(
四

八

年
)

五

月
、

憲

法

制

定

と

ド

イ

ツ
統

一
の

た
め

に
、

フ

ラ

ン
ク

フ

ル
ト

に
国

民

議

会

が

開

設

さ
れ

た
。

議

員

は

ド

イ

ツ
各

地

か

ら

選

ば

れ

、

大

学

教
授

、

作

家
、

法

律

家

な

ど

が

多

か

つ

た

か
ら

、

「
教

授
議

会

」

と

も

呼

ば

れ

た
。

フ
ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
も

立

候

補

す

る

や
う

に
す

・
め

ら

れ

た
が

、

政

治

嫌

ひ

だ

つ
た

の

で
、

立

候

補

は
辞

退

し

て

ゐ
る

。

こ

の
や

う

な

社

会

の
動

き

の

中

に

あ

つ
て

、

ハ
イ

デ

ル

ベ

ル

ク
大
学

の
学

生

た

ち

が
、

大

学

か

ら

追

放

さ

れ

た

、

こ
の

学

者

の
講

義

を

き

・
た
が

つ
た

。

フ

ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
の

ハ
イ
デ

ル

ベ

ル

ク
大

学

教

授

就

任

は
実

現

し

な

か

つ
た

が

、

そ

の
代

り

に
、

学

生

た
ち

の
要

望

に

応

へ
て
、

四

八

年

十

二
月

か
ら

四

九

年

三

月

ま

で

、

ハ
イ

デ

ル

ベ

ル

ク
の

市

庁

舎

の
講

堂

で
、

宗

教

の
本

質

に

つ
い

て

の
連

続

講

演

が

行

一2一



は

れ

た
。

こ

の
講

演

は
、

そ

れ
自

体

の

意
義

の

ほ

か

に
、

ド

イ

ッ
文

学

史

上

、

特

別

に
記

憶

さ

れ

ね
ば

な
ら

な

い
。

聴

講

者

の

中

に
、

の
ち

に

『
緑

の

ハ
イ

ン

リ

ヒ
』

の

作

者

と

な

る

ゴ

ッ

ト

フ
リ

ー

ト

・
ケ

ラ

ー

(
O
g
け
監

巴

国
亀

o
び

H
。。
お

-
8

)

が

ゐ

た

か

ら

で

あ

る
。

ケ

ラ

ー
は
、

生

れ

故

郷

の

チ

ュ
ー

リ

ヒ
市

の
奨

学

生

と

し

て

、

丁

ど

、

ハ
イ

デ

ル
ベ

ル
ク
に

留

学

中

で

あ

つ
た

。

そ

し

て
、

ケ

ラ

ー
が

た

"
聞

い

た
と

い

ふ
だ

け

で
は

な

い
。

こ

れ
が

契

機

と

な

つ
て

、

そ

れ

ま

で

ロ

マ
ン
主

義

の
影
響

下

に
あ

つ
た

ケ

ラ

ー
が

、

リ

ア

リ

ス
ト

.
ケ

ラ

ー

へ
と

変

貌

し

た

か
ら

で
あ

る
。

詩

的

リ

ア

リ

ズ

ム
誕

生

の

日
づ

け

は

、

ハ
イ
デ

ル
ベ

ル
ク

で

の
、

ケ

ラ

ー
と

フ

ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
と

の
出

会

ひ

の
時

で
あ

つ
た
、

と

ア

ン
ジ

ェ

ロ

ス
は

『
ド

イ

ツ
文

学

史

』

の
中

に
書

い
て

ゐ

る

。

(『
ド

イ

ツ
文

学

史

』
、

ク

セ
ジ

ュ
文

庫

、

白

水

社

、

一
=

頁

)

(
二
)

死

の

認

識

一一3一

 

一
八
四

九

年

五
月

、

ド

レ

ス
デ

ン
に
起

つ
た
民

衆

蜂

起

は
、

ザ

ク

セ

ン
と

プ

ロ
イ

セ

ン
の
軍

隊

に
よ

つ
て
、

た
ち

ま

ち

の
内

に
鎮

圧

さ

れ

た
。

こ

の
反

乱

へ
の
加

担

者

ワ

ー
グ

ナ

ー

は
、

各

地

を
転

々
と
逃

げ

廻

つ
た

の

ち
、

七
月

、

や
う

や

く

ス

イ

ス

の

チ

ュ
ー

リ

ヒ
に
落

ち

つ
い

た
。

ワ

ー
グ

ナ

ー

は
、

す

ぐ

に
、

『
芸

術

と
革

命

』

と
題

す

る
評

論

を

書

い

て
ゐ

る

。

こ
れ

は
、

こ
れ

か
ら

し
ば

ら

く

の
間

ワ
ー

グ

ナ

ー
が

立

て

つ

"
け

に
書

く

評
論

の
第

一
作

に
相

当

す

る
。

九
月

、

ワ
ー

グ

ナ
ー

は
、

か

ね

て

メ

ッ

ツ
ド

ル

フ
か

ら
す

・
め

ら

れ

て

ゐ

た

フ

ォ
イ

ア

ー

バ

ハ
の

『
死

と
不

死

』

を

読

む

こ

と

が
出

来

た
。

友

人

ミ

ュ
ラ

ー

の
弟

子

で
、

ピ

ア

ノ
教

師

の

バ

ウ

ム
ガ

ル
ト

ナ

ー

(
毒
芽

①
ぎ

ゆ
雲

日
ゆq
母

臼
o
お

H
。。
b。
O
ふ

刈
)

が

、

こ

の
本

を

も

つ
て
来

て

く

れ

た

か

ら

で

あ

る
。

『
死

と
不

死
』

は
、

フ

ォ

イ

ァ

ー

バ

ハ
の

最

初

の
著

書

で

あ

る

が
、

あ

る
作

家

の
処

女

作

が
、

よ

か

れ

あ

し

か

れ
、

そ

の

作
家

の
縮

図



で

あ

る

ば
あ

ひ

が
多

い

や
う

に
、

『
死

と

不
死

』

は
、

フ
ォ

イ

ア

!

バ

バ
思

想

の
端

的

な
要

約

と

も

な

つ
て

ゐ

る

で

あ

ら
う

。

フ

ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
に

よ

れ

ば
、

不

死

信

仰

は
、

現

実

の
生
活

を

仮

の

も

の

と
見

て
、

彼

岸

こ

そ
真

実

と
す

る
。

そ

の

た
め

に
、

不

死
信

仰

は

、

世

界

の
現

状
是

認

に
傾

く
。

な

ぜ

な

ら
、

諸

悪

に
充

ち

た

現
実

の

こ

の
社

会

が
、

仮

の
世

界

で

あ

る

な
ら

ば
、

い
く

ら

つ
ら

く

と

も

、

し

ば

ら

く

の
辛

抱

に
す

ぎ

な

い
。

そ

の
先

に

は
、

明

る

い
真

実

の

世
界

が
待

つ
て

ゐ

る

か

ら

で

あ

る
。

か
う

し

て
、

不

死

信

仰

は

、

既

成

の
社

会

の
肯

定

と

な

り

、

社

会

変
革

へ
の
芽

を

つ
み

と

つ
て
了

ふ
。

こ

れ

に
対

し

て
、

不
死

信

仰

を
す

て

、
、

個

人

は
、

文

字

通

り

、

死

に
、

死

後

の
彼

岸

の
生

活

な

ど

、

あ

り
得

な

い

と
認

識

す

る

こ
と

が

、

現

状

の
社

会

の
悪

を

見

つ
め

、

現

状

の
社

会

を
変

革

す

る

バ
ネ

と

な

る

の

で

あ

る
。

「
た
だ
仮
死
が
存
在
す
る
だ
け
で
な
く
、
個
体
の
生
活
を
完
壁
に
終
わ
ら
せ
る
実
際
の
且

つ
真
実
の
死
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
認

識

す
る
ば
あ
い
に
の
み
、
人
間
は
新
し
い
生
活
を
再
び
始
め
る
勇
気
を
ふ
る
い
お
こ
し
、
且
つ
絶
対
的
に
真
実
な
も

の

・
絶
対
的
に
本

質

的
な
も
の

・
実
際
に
無
限
な
も
の
を
自
分
の
全
精
神
活
動
の
主
題
お
よ
び
内
容
に
す
る
と
い
う
緊
迫
し
た
欲
求
を
感
ず
る
だ
ろ
う
。」

(
船
山
信

一
訳
、
『
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
全
集
』
第
十
六
巻
、

一
三
頁
、
福
村
書
店
)
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不

死

信
仰

が
、

現

世

を

仮

と

し
、

来

世

こ

そ
真

実

と

す

る

、

こ

の
逆

転

現

象

を

、

フ
ォ

イ

ア

!

バ

バ
は
次

の

や
う

に
説

明

す

る
。

「主
観
は
自
分
自
身
の
な
か
で
単
に
平
板
且
つ
空
疎
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
が
故
に
、
単
に
現
実
的
世
界
の
影

・
表
層
的
な
外
観
を
知

っ

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
主
観
は
世
界
の
影
を
世
界
そ
の
も
の
と
し
て
受
け
取

っ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
主
観
に
と
っ
て
は
真
の
現
実
的
な

世
界
が
単
に
影
ま
た
は
将
来
に
か
ん
す
る
夢
像
に
す
ぎ
な
い
。」
(同
書
、

一
一
頁
)



フ

ォ
イ

ア

ー

バ

ハ
に
あ

つ
て

は
、

個

人

は
死

ぬ
が

、

類

と

し

て

の
人

間

、

つ
ま

り
、

人

類

は

不
滅

な

の

で

あ

る
。

「
あ
な
た
の
死
後

に
は
他
の
人

々
が
残
存
し
、
あ
な
た
の
本
質
す
な
わ
ち
人
間
性
が
あ
な
た
の
死
に
よ
っ
て
殿
損
も
さ
れ
ず
縮
小
も
さ

れ
な
い
で
残
存
し
て
い
る
。
人
間
そ
の
も
の
は
永
遠
で
あ
り
、
精
神
そ
の
も
の
は
永
遠
で
あ
り
、
意
識
そ
の
も
の
は
不
滅
な
も
の
で
あ

り
無
限
な
も
の
で
あ
る
。
…
…
特
定
の
入
格
と
し
て
の
あ
な
た
自
身
ー

す
な
わ
ち
た
だ
意
識
の
客
観
で
あ
る
だ
け
で
あ

っ
て
自
分
自

身

が
意
識
で
あ
る
の
で
は
な
い
あ
な
た
自
身
1

は
必
然
的
に
い
つ
か
意
識
の
外
に
出
て
行
き
、
あ
な
た
の
代
わ
り

に
新
し
い
新
鮮
な

一
人
格
が
意
識
の
世
界
の
な
か
に
入

っ
て
来
る
。」
(同
書
、
九
三
頁
)

『
死

と

不

死
』

に

お

い

て
、

フ

ォ
イ

ア

ー

バ

ハ
は

、

「
愛
」

を

人
間

存

在

に
必

須

、

ま

た

は
、

必

然

の

も

の

と

し

、

死

は

「
愛

の
最

後

の
確

証
」

(
二

一
頁

)

で
あ

る

と

云

つ

て
ゐ

る
。

人

は

愛

す

る

こ

と

に

よ

つ
て
、

自

分

だ

け

の
た

め

の
孤

立

し

た
存

在

で

は

な

く

な
り

、

愛

す

る
対

象

の
中

に
生

き

る

。

愛

す

る

と

は
、

自

分

を
相

手

に

与

へ
る

こ
と

で

あ

り

、
精

神

的

な

自

己

放

棄

で
あ

る
。

つ
ま

り
、

人

は
愛

す

る

こ

と

に

よ

つ
て
、

孤

立

し

た
存

在

と

し

て

の
自

己

は

死

ぬ

の

で

あ

る

が

、

ま

さ

に
そ

の

こ
と

に
よ

つ
て
、

永

遠

に

生
き

る

の

で

あ

る
。
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「
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
行
為
は
愛
か
ら
導
き
出
さ
れ
、
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
行
為
の
な
か
に
愛
が
見
出
さ
れ
且
つ
認
識
さ
れ
る
。
人
間
が
た

だ
自
分
自
身
だ
け
で

(孤
立
し
て
)
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
…
…
存
在
す
る
も
の
は
必
ず
他
者

と
共
に
存
在
し
て

お
り
他
者
の
な
か
に
存
在
し
て
お
り
他
者
に
対
し
て

(他
者
の
た
め
に
)
存
在
し
て
い
る
。」
(同
書
、

一
七
頁
)



「
私

は
愛

す

る

こ

と

に

よ

っ
て
も

っ
ぱ

ら

他

者

の
な

か

に
存

在

し
、

し

て

い

る
。

…

…

あ

ら
ゆ

る
愛

、

ま

た

は
あ

ら

ゆ

る
種

類

の

愛

は
、

有

し

て

い

る

。」

(同

書

、

一
八
頁

)

他
者
と
共
に
存
在
し
、
他
者
に
対
し
て

(他
者

の
た
め
に
)
存
在

そ
れ
ら
が
自
己
放
棄
で
あ
り
自
己
犠
牲
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
共

「死
は
、
ま
さ
に
死
が
あ
な
た
の
く
あ
な
た
の
た
め
の
存
在
V
の
顕
示
で
あ
る
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
同
時
に
、
愛
の
顕
示
な
の
で

あ
る
。
死
に
お
い
て
あ
な
た
の
孤
立
存
在

(あ
な
た
の
た
め
の
存
在
)
が
現
勢
的
に
現
わ
れ
る
。
し
か
し
ま
さ
に
、

こ
の
自
己
孤
立
化

の
瞬
間
に
は
死
ん
で
お
り
無
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
こ
の
自
己
が
対
象
な
し
に
存
在
し
よ
う
と
す
る
瞬
間

に
は
こ
の
自
己
は

存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
の
な
か
で
こ
そ
、
死
は
愛
の
顕
示
!

あ
な
た
は
単
に
対
象
の
な
か
に
且

つ
対
象
と
共
に
存
在
す
る
こ
と
が

で
き
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
顕
示
1

で
あ
る
の
で
あ
る
。」
(同
書
、
二
三
頁
)
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「
あ
な
た
が
存
在
す
る
の
は
た
だ
あ
な
た
が
愛
す
る
ば
あ
い
だ
け
で
あ
る
。
…
…
し
か
し
同
時
に
愛
に
お
い
て
は
あ
な
た
の
人
格
的
現

存
在
す
な
わ
ち
あ
な
た
の
引
き
は
な
さ
れ
た
〈
あ
な
た
の
た
め
の
存
在
〉
が
亡
び
る
の
で
あ
る
。」
(同
書
、
三

一
頁
)

(
三
)

フ
ォ
イ

ア
ー

バ

ハ

へ
の
感

謝

フ

ォ
イ

ァ

ー

バ

ハ
が

、

『
死

と
不

死

』

で
主

張

し

た
思

想

は
、

人

々
に
社

会

変
革

を

促

す

も

の

で
あ

つ

た

か
ら

、

当

時

の
社
会

か
ら

危

険

思

想

と
見

な

さ

れ

、

そ

の
結

果

と

し

て

、

フ
ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
は

、

生

涯

、

公

職

に

つ
く

こ

と

は
出

来

な

か

つ
た
。

そ
れ

で

、

フ

ォ
イ

ァ

ー

パ

ハ
は

仕
方

な

く
、

田
舎

に
引

き

こ

も

り

、
著

述

生

活

を

つ

"
け

る

。

四

一
年

に
、

主
著

『
キ

リ

ス

ト
教

の
本
質

』
、

四

三
年

に
は
、

『
将
来

の
哲

学

の
根

本

命

題

』
、

そ

し

て
四

六

年

か
ら

自

分

の
手

に

な

る
全

集

の
刊

行

を
開

始

し

て

ゐ

る

。

四

八
年

夏

に

は
、

フ

ラ

ン

ク



フ

ル
ト

に
出

か

け
、

例

の
国

民

議

会

に

は
出

な

か

つ
た

が

、

こ
の

国

民

議

会

を

不

満

と

す

る

「
民

主

々
義

者

会

議

」

に
出

席

し

て
ゐ

る

。

た

"
し
、

ほ

と

ん

ど

発
言

は

し

な

か

つ
た

と

い
ふ

こ
と

で

あ

る

。

同

年

の
十

二
月

か
ら

は

、

ハ
イ

デ

ル
ベ

ル
ク

で

の
連

続

講

演

が

あ

る

。

一
八

四

八

年

、

「
そ

れ

は

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の

ほ

と

ん

ど

す

べ
て

の

国

や

地
域

や
民

族

が
、

紛

争

と

反

乱
、

革

命

と

戦

争

の
な

か

に
巻

き

込

ま

れ

た
年

で

あ

っ
た

。
」

(
河

野

健

二

『
現

代

史

の
幕

あ

け

』
、

岩

波

書

店

、

三
頁

)

ま

つ
、

フ
ラ

ン

ス
の

二
月

革

命

、

ウ

ィ

ー

ン
と

ベ

ル

リ

ン
で

の

三
月

革

命

、

六

月

に
は

、

チ

ェ

コ
の
プ

ラ

ー

ク
で

の
暴

動

な

ど

く

。

こ

の

や
う

な
社

会

情

勢

が

、

公

職

(大

学

教

授

)

か

ら

し

め
出

さ

れ

た

フ

ォ
イ

ア

ー

バ

ハ
を

、

ま

さ

に

「
公
職

か
ら

し

め
出

さ

れ

た
」

が

ゆ

ゑ

に
、

フ
ラ

ン

ク

フ

ル
ト

に

つ
れ
出

し
、

ハ
イ

デ

ル

ベ

ル

ク
で

の
講

演

と
な

つ
た

の

で
あ

る

。

そ

し

て
、

こ

の
講

演

は
、

聴

衆

に
多

大

の
感

銘

を
与

へ
た
。

少

な

く

と

も
、

聴

衆

の

一
人

で

あ

つ
た

ゴ

ッ
ト

プ
リ

!

ト

・
ケ

ラ

ー

に

は
、

大

き

な
影

響

を
与

へ
た

。

フ
ォ

イ

ァ

ー

バ

ハ
と

ケ

ラ

ー

と

の
出

会

ひ

が
、

文

学

史

に

し

る

さ

れ

る

ほ

ど

に

な

つ
た

の

は
、

そ

れ

が
、

二
人

の
個

人

的

な
出

会

ひ

と

い

ふ

や
う

な

も

の

で

は

な

く
、

時

代

の
情

況

の

中

で

生

れ

た

も

の

だ

か

ら

で

あ

る

。
仮

に
、

ケ

ラ

!
が
、

フ

ォ
イ

ア

ー

バ

ハ
の
同

じ
講

演

を
、

十
年

早

く

き

い

て

ゐ

た

な

ら
、

そ

れ

は

、

ケ

ラ

:

の
心

に
あ

ま

り

残

ら

な

か

つ
た

で
あ

ら

う

し

、

あ

る

い
は
、

よ

り

少

な

く

し

か

、

そ

の
痕

跡

を

と

"
め

な

か

つ
た

で

あ

ら

う

。

ブ

ル

ッ

ク

ペ

ル
ク

の

田
舎

か
ら

フ
ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
を

、

引

張

り

出

し

た
の

も

、

フ
ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
の
講

演

か

ら
、

詩

的

リ

ア

リ

ズ

ム
が

生

れ

た

の
も

、

時

代

の

な

せ
る

業

で
あ

つ
た
。

ワ
…

グ

ナ

ー
が

フ

ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
を

読

ん

だ

の

は
、

四

九

年

の

九
月

で
あ

り

、

そ

の
時

の

ワ

:

グ

ナ

ー
が

身

を

お

い

て
ゐ

た
社

会

情

況

は
、

以

上

の

や

う

な

も

の
で

あ

つ

た
。

ワ

ー

グ

ナ

1

は

フ
ォ

イ

ア

ー
バ

ハ
を

、

読

む

べ
く

し

て
読

ん

だ

と
云

へ
る

。

ワ

ー

グ

ナ

ー

に

フ

ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
を

す

・
め

た

の
は

、

メ

ッ

ツ

ド

ル

フ
で
あ

つ
た

が
、

メ

ッ

ツ
ド

ル

フ
か
ら

す

・
め

ら

れ

な

く

と

も
、

お

そ

ら

く

ワ
;

グ

ナ

ー

は

フ

ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
を

読

ん

だ

で
あ

ら

う

と

思

は

れ

る
。

フ

ー
グ

ナ

ー

は
、

時

代

か

ら

の
影

響

を
、

と

り

わ

け
強

く
受

け

て
来

た

人

だ

か

ら

で

あ

る

。
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ワ

ー

グ

ナ

ー
は

フ

ォ

イ

ァ

ー

バ

ハ
を
、

「
権

威

主

義

的

な
観

念

の
抑

圧

か
ら

の

解

放

を

も

た
ら

す

代

表
者

」

(
『
わ

が

生
涯

』

O
器

oq
o
7

U
Φ
=
貯

編

QD
.
薩

Q。
)

と

云

つ
て

ゐ

る

。

ワ

ー
グ

ナ

ー
は
、

つ

ぐ

い
て

、

『
キ

リ

ス
ト
教

の
本

質
』

も

読

ん

で

み

た

が
、

こ
れ

に
は

あ

ま

り

興

味

が

も

て

な

か

つ
た

。

し

か

し
、

ワ

ー
グ

ナ
ー

が

ア

ォ
イ

ア
ー

バ

ハ
を
、

ど

れ

だ

け
重

要

視

し

た

か

は
、

(
四

九

年

)

十

一
月

完
成

の

著

述

を

、

フ
ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
の

O
、
ミ
ミ

愚

計
恥

儀
ミ

、
ミ

N
8
0
辱
魯
鳶

織
ミ

N
ミ
神
ミ
ミ

帖

(『
将

来

の
哲

学

の

根

本

命

題

』
)

に

倣

つ
て
、

b
禽

さ

蕊

ミ

ミ

神
"
ミ

§

ぎ

ミ

、
(
『
未

来

の
芸

術

作

品
』
)

と
題

し

た

こ

と

か
ら

も

分

る

。

た

ぐ
、

そ

れ
ば

か
り

で

は
な

い
。

『
未

来

の
芸
術

作

品
』

に
、

ワ

ー
グ

ナ

ー
は

フ

ォ
イ

ア
ー

バ

ハ
へ
の
感

謝

の
辞

を
序

文

と

し

た

の

で
あ

る

。

「
先
生
、
ほ
か
な
ら
ぬ
先
生
に
し
か
、
私
は
こ
の
著
作
を
捧
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
著
作
に
よ
つ
て
、
私
は
先

生
に
先
生
の
財
産
を
お
返
し

・
た
か
ら
で
す
。
た
"
、
先
生
の
財
産
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
芸
術
家
の
財
産
と
な
つ
た
か
ぎ
り
で
は
、

私
が
先
生
に
対
し
て
、
ど
う
振
舞

つ
た
ら
い

・
の
か
、
迷

つ
て
ゐ
る
次
第
で
す
。

つ
ま
り
、
先
生
が
哲
学
者
と
し
て
与

へ
た
も
の
を
、

芸
術
家
の
手
か
ら
、
再
び
受
け
と
る
気
持
が
お
あ
り
か
、
ど
う
か
で
す
。

い
つ
れ
に
し
て
も
、
私
の
こ

㌧
ろ
を
元
気

づ
け
て
く
れ
た
こ

と
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
を
あ
ら
は
し
た
い
と
い
ふ
衝
動
と
責
務
感
と
が
、
私
の
迷
ひ
を
凌
駕
し
ま
し
た
。
…
…
」

一8一

『
未

来

の
芸

術

作

品

』

に

お

い

て
、

ワ

ー

グ

ナ

ー
は

、

ま

つ

、

「
舞

踏

」

と

「
音

楽

」

と

「
詩

歌

」

と

を
、

「
純

人

間

的

な

三

つ
の
芸

術

」

と

い

ふ
。

こ

の

三

つ

は
、

も

と

く

生

れ

な

が

ら

の
三
姉

妹

で

あ

つ
た

と

い

ふ

の

で
あ

る

。

と

こ
ろ

が

、

エ
ゴ

イ

ズ

ム

に
よ

つ
て
、

人

間

の
社

会

が
、

バ

ラ

く

に
な

つ

た

の
と

並

行

し

て
、

こ
れ

ら

三

つ

の
芸

術

も

、

い
ま

や
、

は

な

れ

ぐ

に

な

つ
て

し
ま

つ
た
。

人

間

が
愛

に
よ

つ
て

、

エ
ゴ

イ

ズ

ム
を

克
服

し

て

、

エ
ゴ

イ

ス

ト

か
ら

コ

ム

ニ
ス

ト

(
共

同

体

的

人

間

)

に

な

る

や

う

に
、

こ
れ

ら

の
芸

術

も

 ま
た
、
そ
れ
ぐ

の
孤
立
か
ら
救
済
さ
れ
て
、
こ
れ
ら
三
っ
が
再
蓉

し
、
黍

の
芸
術
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
し
て
ゐ
る
。



こ

の
論

調

の
根

底

に

は
、

フ

ォ
イ

ア

ー

バ

ハ
と

通

ず

る

も

の

が
多

い

こ
と

は

、
明

ら

か

に

認

め

ら

れ

る

。

愛

と

か
、

自

己
放

棄

に

よ

る

孤

立

か
ら

の
脱

出

と

か
、

個

の

上

に
、

よ

り
価

値

あ

る

も

の

と

し

て

の
、

つ
ま

り

、

「
類

」

と

い
ふ

や

う

な
概

念

の
設

定

な

ど

。
更

に

ま

た
、

こ

の
鳥

瞼

的

視

点

か

ら

よ

り

も
、

具

体

的

な
文

章

に
よ

つ
て

比

較

す

る
方

が
、

一
そ

う

分

り

や

す

い

か
も

し

れ

な

い
。

『
未
来

の
芸

術

作

品
』

に

は

、

フ

ォ
イ

ア

ー

パ

ハ
の

著

書

の
中

に
、

ま

ぎ

れ

込

ま

せ

て
も

、

区

別

の

つ
か

な

い
や

う

な

個

所

が

見

ら

れ

る

。

「
人

間

に
と

つ
て

、
自

分
自

身

よ

り

も

、

よ

り

高

い
も

の

は
、

た

ず

一
つ
、

そ

れ

は

人

間

の
類

、

人

間

の
全

体

で
あ

る

。

人

間

は
、

愛

　

　

　

の
欲

求

(
生

の
欲

求

の

う

ち

で

最

も

重

要

な

も

の
)

の
満

足

を

、

た

ぐ
与

へ
る

こ
と

に
よ

つ
て

得

る

の
で

あ

る

。

し

か
も

、

自

己

放

棄

に
よ

つ
て

、

他

の

人

間

に

、
最

高

の
状

態

に

お

い
て

は

、
人

間

一
般

に
、
与

へ
る

こ
と

に
よ

つ
て

ゾ
あ

る

。
」

(記

念
版

全
集

く
学
ω
・
ω
刈
)

こ
れ

は

、

フ
ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
が

、

あ

る
と

云

つ

た

の
と

同

じ

で
あ

る

。

個
人
は
死
ぬ
が
、
人
類
は
不
朽
の
青
春
を
謳
歌
し
、
そ
れ
を
信
ず
る
こ
と
こ
そ
、
真
の
不
死
信
仰
で

「
孤

立

せ
る

者

は
、

不

自

由

で
あ

る

。

何

故

な

ら
、

愛

な

き

た

め

に

、
制

約

さ

れ
、

従

属

的

で

あ

る

か

ら

で

あ

る
。

は
、

自

由

で
あ

る
。

何

故

な
ら

、

愛

あ

る

た

め

に
、

制
約

さ

れ

ず

、

従

属

的

で

な

い
か

ら

で

あ

る

。
」

(
<
デ
ω
.
鵯

)

共
同
体
的
な
る
者
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「
人

間

と

同

じ

や
う

に
、

人

間

か

ら
出

て
来

た

も

の

、

又

は

、

派

生

し

て

来

た
も

の

・

一
切

は

、

愛

な

き

場

合

は

、

自

由

で
は

な

い
。

自

由

と

は

、

叶

へ
ら

れ

た
必

然

的

欲

求

で

あ

り
、

最

高

の

自

由

と

は

、

叶

へ
ら

れ

た

最
高

の
欲

求

で

あ

る

。

し

か
も

、
最

高

の
人

間

的

欲

求

と

は
、

愛

で
あ

る

。
」

(<
〒

ω
●
ω
c。
)



こ

れ

な
ど

、

ブ

ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
の

「
人
閥

の

あ

ら

ゆ

る
行

為

は

愛

か

ら
導

き
出

さ

れ
、

人

間

の

あ

ら
ゆ

る

行

為

の
な

か

に
愛

が

見

出

さ

れ

且

つ
認

識

さ
れ

る

…

…
」

の
写

し
と

云

つ

て
も

い

・
の
で

は

な

い

か
と

さ

へ
愚

は

れ

る
。

し

か

し
、

フ

ォ
イ

ア

ー

バ

ハ
か
ら

、

『
未

来

の
芸

衛

作

品

』

へ
の
影

響

は
、

以

上

に

と

"
ま
ら

な

い
。

ワ
ー

グ

ナ

ー
は

、

未

来

の
あ

る

べ
き
芸

術

を

、

た

望
駈

謂

「
総

合

芸

衛

」

と

し

た

ず
け

で
は

な

か

つ
た
。

芸

衛

は
、

親

在

、

営

利

頃

的

の
娯

楽

、

奪

修

と

な

つ

て
ゐ

る

が
、

未

来

の

あ

る

べ
き

芸

術

は
、

人

類

の
祝

祭

と

な
ら

ね
ば

な

ら

ぬ
。

そ
し

て
、

そ

の

や
う

な

未

来

の
芸

術

を
創

造

す

る
未

来

の
芸

衛

家

は
、

と

り

も

な

ほ

さ
ず

、

民

衆

で
あ

る
。

営
利

目

的

の
誤

楽

と

な

つ
て

ゐ

る
芸

術

を
、

入
類

の
祝

祭

と

す

る

た
め

に
は

、

一
体

、

ど

う

し

た
ら

よ

い
の

か
。

社

会

の
変

革

で

あ

る

。

芸

術

も

桂

会

の
産

物

で

あ

る

か

ら
、

あ

る

べ
き
芸

術

は
、

あ

る

べ
き
社

会

に

お

い
て

し

か
求

め

ら

れ
な

い
。

ワ

ー

グ

ナ

ー
が
革

命

を

讃

焚

し
、

革

命

に
参

燦

す

る

理

由

は
、

乙

㌧
に

あ

る

の

で
あ

る
。

ク

愛
イ

ア

ー

バ

ハ
の

鞠
死

と

不

死
』

が
危

険

思

想

と

漆
れ

た
の

は
、

そ

れ

が
社

会

変

革

を

う

な

が

す

思

想

だ

つ

た
か

ら

で

あ

る
。

ワ

ー
グ

ナ

ー
は

フ

ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
か
ら

、
革

命

へ
の
共

感

と
期

待

と
信

頼

と

を

受

け

つ
い

だ

の

で

あ

る
。
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(
四
)

『
ジ

ー
ク

フ
リ

ー
ト

の
死
」

と

『
ナ
ザ

レ
の

イ

エ

ス
」

ワ

ー

グ

ナ

…
と

フ

ォ

イ

ア

…

バ

バ
と

の
関

係

は

、

た

"

『
未

来

の
芸

術

作

品

』

だ

け

に

限

定

さ

れ

る

も

の
で

は
な

い
。

ワ
ー

グ

ナ

ー

が

、

醤

八

昂

/

四

九
年

当

時

、

最

も
カ

を
注

い

で

ゐ

た

の

は
、

『
ジ

ー

ク

フ
リ

ー

ト

の
死

』

で

あ

つ
た
。

こ
れ

が
後

に

は
、

『
二
ー

ベ

ル
ン

グ
の
指

環
』

醤
部

作

に

ま

で
拡

大

し

て
行

く

の

で

あ

る

。

ワ
ー

グ

ナ

ー
が

『
識
ー

ベ

ル

ン
グ

ン
神

話

ー

ド

ラ

マ
の

草
稿

と

し

て
』

と

い

ふ
小

文

を

書

い

た

の

は
、

一
八
四

八
無

十

月

螺

日
、

そ

し

て
十

月

二
十

日

に
は

、

『
ジ

ー

ク

フ

リ

ー

ト

の
死

』

の
散

文

草

稿

が

出

来

、

十

一
月

末

に

は
、

台

本

が

一
お

う

完

成

。

ワ

ー

グ

ナ

ー
は

、



翌

年

五
月

、

革

命

に
失

敗

、

各

地

を

転

々
と

し

た

の

ち

、

何

と

か

ス

イ

ス

の

チ

ュ
ー

リ

ヒ

に
落

ち

つ
く

の
で

あ

る

が

、

そ

の
間

に
も

、

こ

の

『
ジ

ー

ク

フ

リ
ー

ト
の

死
』

の
原

稿

を

も

ち

歩

き

、

人

々
を

集

め

て
、

そ

の
ま

へ
で
朗

読

し

て
ゐ

る

。

一
八

四

八

年

の
初

稿

『
ジ

ー

ク

ア

リ

ー

ト

の
死

』

で
見

る

と

、

ジ

:

ク

フ

リ

ー

ト

は
、

フ

ル
キ

ュ
ー

レ
姿

の

ブ

リ

ュ

ン
ヒ

ル
デ

に
導

か

れ

て
、

炎

の
中

か
ら

天

上

へ
昇

つ
て

行

く

や

う

に
な

つ
て

を

り

、

『
ニ
ー

ベ

ル

ン
ゲ

ン
神

話

ー

ド

ラ

マ
の
草

稿

と

し

て
』

そ

の
ま

、
で

あ

る
。

し

か
し

、

こ

の

『
ジ

ー

ク

フ

リ

ー

ト

の
死

』

は
、

『
神

々

の

た
そ

が

れ

』

と

改

題

さ

れ

る

ば

か
り

で

な

く

、

内

容

に
も

か
な

り

の

改
変

が
見

ら

れ

る
。

一
八

五

一
年

十

月

、

『
指

環
』

四
部

作

の
構

想

が
成

り

(
十

一
月

二
十

日

、

リ

ス

ト
あ

て

書
簡

)
、

五

二
年

十

二
月

十

五

日

に

は
、

全

四

部

の
台

本

が
完

成

し
、

こ

れ

は
、

五

三

年

二
月

十

一
日

、
私

家
版

と

し

て
出

版

さ

れ

た

。

こ

の
時

、

今

の

『
ジ

ー

ク

フ
リ

ー

ト
』

は
、

ま

だ

『
若

い

ジ

ー

ク

フ
リ

ー

ト
』

で

あ

っ
た

し
、

『
神

々
の

た

そ
が

れ
』

は

『
ジ

ー

ク

フ

リ
ー

ト

の
死

』

で
あ

つ
た
。

現

在

の

や

う

に
、

『
ラ
イ

ン
の
黄

金

』
、

『
ワ

ル
キ

ュ
ー

レ
』
、

『
ジ

ー

ク

フ

リ

ー

ト
』
、

『
神

々
の

た

そ

が

れ
』

と

な

る

の

は
、

一
八

五

六

年

で

あ

る

が
、

五

三

年
版

の

『
ジ

ー

ク

フ
リ

ー

ト

の
死

』

は
、

も

う
既

に

現
在

の

『
神

々
の

た

そ

が

れ

』

と

ほ

と

ん

ど

同

じ

内

容

に

な

つ
て

ゐ

る

。

し

か

し

、

そ

こ

に

は
、

普

及

版

テ

キ

ス
ト

に

は
除

か

れ

て

ゐ

る

部

分

が

入

つ
て

ゐ

た

。

ブ

リ

ュ
ン

ヒ

ル
デ

の
最

後

の

こ

と

ば

の
中

で
、
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「
…

…

か

う

し

て
私

は

火

を

つ
け

る

ワ

ル

ハ
ル

の
美

し

い
宮

殿

に
。
」



の
次

に
、

以

下

の

テ

キ

ス

ト
が

つ

"

い
て

ゐ

た

の

で

あ

る
。

「
花
咲
け
る
生
命
の

種
族
よ
、

私
が
お
前
た
ち
に
云
ふ
こ
と
を

よ
く

く

お

聴

き

。

も

え

さ

か
る

炎

に
よ

つ
て

ジ

ー

ク

フ
リ

ー

ト
と

ブ

リ

ュ
ン

ヒ

ル

ト
が

や

き

つ
く

さ
れ

る

の
を

見

、

ラ
イ

ン
の
乙

女

た
ち

が

深

み

へ
指

環
を

誘

ひ
込

む

の
を

見

た

な

ら

さ

あ
、

夜

を
通

し

て

北

の
方

を

ご
覧

。

そ

こ

に
は

神

聖

な
炎

が
輝

い
て

ゐ

る
。

そ

し

て
、

お
前

た
ち

は
皆

、

知

る

が

い

・

お
前

た
ち

が

ワ

ル

ハ
ル
の
終

り

を

見

守

る

の
だ

と

い
ふ

こ
と

を

。
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神

々
の

一
族
は

霞

の
や
う
に
消
え
去
つ
た
。

支
配
す
る
者
な
き
糧
界
を

私

は
置
い
て
行
く
。

聖

な
る
知
識
の
宝
を

私

は
こ
の
世
に
残
し
て
行
く
.

財
貨
で
も
な
く
、
黄
金
で
も
な
く

神

々
の
壮
麗
さ
で
も
な
く

家

で
も
な
く
、
屋
敷
で
も
な
く

素
晴
し
い
装
飾
で
も
な
い
。

暗

い
取
決
め
で
も
な
く

欺
き
騙
す
誓
ひ
で
も
な
く

偽
善
に
充
ち
た
道
徳
の

厳

し
い
掟
で
も
な
い
。

奮
び
に
つ
け
、
悲
し
み
に
つ
砂

幸

な
る
も
の
、
そ
れ
は
、
た
ぐ
愛
な
の
で
す
。」
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五

三
年

版

の

ワ

…

グ

ナ

ー
手

択

本

に

は
、

こ

・
の

と

こ
ろ

に

削
除

の

し

る

し

が

つ

い
て

を

警

、
末

尾

に

「
作

麟

か

ら
除

外
、

七

二
隼

四



月

十

日
」

と

コ
メ

ン

ト
が

つ

い
て

ゐ

る

。

七

二
年

は
、

ワ

ー
グ

ナ

ー
が
、

こ

の
作

品

の
作

曲

ス
ケ

ッ
チ
を
作

つ
て

ゐ

た
時

で

あ

る
。

こ

の

部

分

は
、

四

八
年

の
初

稿

『
ジ

ー

ク

フ

リ

ー

ト
の

死
』

に
は

な

く

、

五

三

年
版

で

入

つ
た

の

で
あ

り

、

フ

ォ
イ

ア

ー

バ

ハ
の

『
死

と
不

死

』

読

書

後

の
改

稿

で

あ

る
。

ワ
ー
グ
ナ
ー
は

『指
環
』
の
葉

を
い
ろ
く

と
思
ひ
悩
み
、
さ
ま
ぐ

の
稿
を
残
し
た
。
引
用
し
た
本
文
は
、
そ
れ
ら
の
複
数
の
結

末

の

一
つ
で

あ

り
、

通

常

、

楽

観

的

・
フ
ォ

イ

ァ

!

バ

バ
的

世

界

観

を

示

し

て
ゐ

る
と

云

は

れ

て

ゐ

る
。

こ

れ

は
、

ワ
ー

グ

ナ

ー
が

フ
ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
の
著

作

に
親

し

ん

だ

の
ち

の
加

筆

で
あ

る

か
ら

、

時

間

的

に
も

、

首
肯

さ

せ

る
。

こ

の

ブ

リ

ュ
ン

ヒ

ル
デ

の

こ

と
ば

で

は
、

取

決

め

(
契

約

)

と

か
、

誓

ひ

(誓

約

)

と

か
、

掟

(
法

)

な

ど

が

、

「
暗

い
」
、

「
欺

き

騙

す

」
、
「
偽

善

」

と

し

て

し

り

ぞ

け

ら
れ

て
、

「
愛

」

こ
そ
最

も

貴

い
も

の

と

さ

れ

て

ゐ

る
。

ワ

ー
グ

ナ

ー

の

こ

の
や

う

な

考

へ
は
、

こ

・

だ

け

に
単

発

に
見

え

る

の

で

は

な

い
。

一
八
四

九

年

一
月

、

ワ
ー

グ

ナ

ー

は
、

か

な
り

長

文

の
作

品
草

稿

『
ナ
ザ

レ
の

イ

エ

ス
』

を

書

い

て

ゐ

る
。

こ
れ

は

、
結

局

は
、

作

品

に
ま

で
完

成

し
な

か

つ
た

の

で
あ

る
が

、

ワ

!

グ

ナ

ー

の
思

想

過

程

を

知

る

上

で
見

逃

せ
な

い
も

の

で

あ

る
。

そ

の
中

で
、

イ

エ

ス
は
社

会

改

革

者

と

し

て
登

場

し
、

掟

に

よ

つ
て
罪

が
生

ず

る

の

で
あ

り

、

掟

な

け

れ

ば

罪

な

く
、

掟

の
対

立

と

し

て

の
愛

の
貴

さ

を
説

い

て
ゐ

る

。

こ

の
あ

た
り

、

ブ

リ

ュ

ン

ヒ

ル
デ

の
最

後

の
歌

そ

の
ま

・
と
云

つ
て
も

い

・
。

更

に
、

イ

エ
ス

は
、

愛

と

死

に

つ
い

て
、

一14一

 

「
私

の

死

に

よ

つ

て

、

掟

は

消

え

る

。

出
l
Q◎
・
bo
ω
ω
)

私
は
掟
よ
り
も
、

愛
が
貴

い
こ
と
を

お
前
た
ち
に

示
し
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
。」
(記
念
版
全
集

と

云

ひ
、



「
個

の

生
活

の
共

同

体

へ
の

最
後

の
解

消

は

、

ω
謄
b。
お

)

死

で

あ
り

、

死

こ
そ

、

エ
ゴ

イ
ズ

ム
の
最

後

の
、

最

も
確

実

な

止

揚

で

あ

る

。
」

(
目
-

と
も

云

つ

て
ゐ

る

。

以

上
、

見

て
来

た
や

う

に
、

第

一
に
、

『
未

来

の
芸

術

作

品
』

の
中

心

主

題
、

第

二

に
、

『
指

環
』

の
複

数

の
結

末

の

一
つ
、

第

三

に
、

『
ナ

ザ

レ
の

イ

エ

ス
』

の

テ

ー

マ
は
、

ほ

と

ん

ど
同

じ

で

あ

り
、

そ

れ

は
、

フ
ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
の
思

想

に
重

さ

な

る
。

だ

か

ら

こ

そ
、

ワ

ー
グ

ナ

ー

は
、

『
未

来

の

芸

術

作

品

』

の
序

文

で
、

「
ほ
か

な

ら

ぬ
先

生

に
し

か

、

私

は

こ

の
著

作

を

捧

げ

る

こ
と

が
出

来

ま

せ
ん

。

な

ぜ

な

ら
、

こ

の
著

作

に

よ

つ
て
、

私

は
先

生

に
先

生

の
財

産

を

お
返

し

・
た

か

ら

で

す
」

と

ま

で
書

い

た

の

で

あ

る
。

(
五
)

チ

ヱ
ー

ン
バ

レ
ン

の
解

釈
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し

か

し

、

そ

れ

で

は
、

ワ

;

グ

ナ

ー

は
、

フ

ォ
イ

ア
ー

バ

ハ
思

想

の
、

単

な

る
芸

術

版

だ

つ
た

の

で

あ

ら

う

か
。

一
人

の
思

想

家

な

り

、

芸
術

家

が

、

偉

大

な

存

在

と

な

る

た
め

に
は

、

本

人

自

身

の
能

力

・
努

力

も

さ

る

こ
と

な

が

ら

、

そ

の

思

想

、

そ

の
芸

術

の
宣

伝

.

普

及

に
努

め

る

使

徒

が

必

須

で
あ

る

。

キ

リ

ス
ト
教

や
仏

教

に
し

て
も

、

教

祖

の
仕

事

は
、

素

朴

で
あ

り

、

単

純

で

あ

る

。

そ

れ

は
、

発

生

し

て

は
、

泡

沫

の
や

う

に
消

え

る

無

数

の
新

興

宗

教

と
、

大

し

て
変

り

が

な

い
。

し

か

し
、

キ

リ

ス

ト
教

や
仏

教

の
偉

大

さ
は

、

キ

リ

ス
ト
教

で
云

へ
ば

、

十

二
使

徒

、

仏

教

で

は
釈

迦

十

大

弟

子

を

は

じ

め

と

し

て
、

そ

の
後

、

数

へ
き

れ

な

い

ほ
ど

の
多

数

の
神

学

者

、

仏

教

学

者

に

よ

る

「
加

上

」

が

あ

つ
た

れ

ば

こ

そ

で

あ

る
。

ワ

ー
グ

ナ

ー

の
周

り

に

も
ま

た
、

フ
ー

グ

ナ

ー

.
グ

ル
ー

プ

と

い

は

れ

る
人

々

が

ゐ

た
。

例

へ
ば
、

ワ

ー
グ

ナ

ー
の

彪

大

な

伝

記

を
書

い
た

グ

ラ

ー

ゼ

ナ

ッ
プ

(O
拶
二

司
『
・
O
莚
ω
2

①
b
掌

昌
◎。
劇
刈
点

⑩
頴

)
、

ワ

ー
グ

ナ

ー

の
娘

工

i

フ

ァ

(国
く
餌
)

と

結

婚

し

た

チ

ェ
ー

ン
パ

レ

ン

(
国
O
ロ
◎。
8
p

ω
8
≦
碧

け

O
げ
9
ヨ
σ
O
H
す
貯
噛

H
c。
α
㎝
山

㊤
N
『
)

な

ど

。

そ

の

チ

ェ
ー



ン
バ

レ

ン
の
書

い

た

『
リ

ヒ
ア

ル
ト

・
ワ

ー

グ

ナ

i
』

(沁
焼
ら
魯
亀
ミ

=
N
貸
h
§
恥
、
"

H
Q◎
㊤
O
)

は

、

グ

ラ

ー

ゼ

ナ

ッ
プ

の
著

し

た

伝

記

と

並

ん

で
、

そ

れ

こ
そ

汗

牛

充

棟

の

ワ

ー

グ

ナ

ー
文

献

の

中

の
基

礎

の
基

礎

と

な

つ
て
ゐ

る

。

も

ち

ろ

ん

、

グ

ラ

ー

ゼ

ナ

ッ
プ

や

チ

ェ
ー

ン

バ

レ

ン

の
著

書

は

、

ワ

ー

グ

ナ

ー

の
宣

伝
、

な

い

し

は
、

神

聖

化

を
目

ざ

し

て
ゐ

る

か
ら

、

そ

の
点

、

割

引

し

て
読

ま

な

け

れ

ば

い
け

な

い

と

云

は

れ

て

ゐ

る

け

れ

ど

も
、

物

事

を
見

る

の

に
、

客

観

的

、

中

立

の
立

場

な

ど

が

あ

る

か

ど

う

か
、

か

ら
考

へ
ね

ば

な
ら

な

い
。

人

文

・

社
会
科
学
に
お
い
て
、
あ
る
事
象
を
切
る
こ
と
は
、
何
ら
か
の
方
向
に
切
る
の
で
あ
り
、
切
る
方
向
に
よ
つ
て
、
事
象

は
、
さ
ま
ぐ

の

面

を

見

せ

て

く

れ

る
。

方

向

な

く

し

て
、

切

る

こ

と
は

出

来

な

い
、

と

マ
ッ

ク

ス

・
ウ

ェ
ー

バ
ー

は
指

摘

し

て
ゐ

る
が

、

最

近

で

は
、

自

然

科

学

に

お

い

て

さ

へ
、

観

測

そ

の
も

の
が

、

観

測

さ

れ

る

対

象

物

に

影
響

を
与

へ
る

と
云

は

れ

る
。

か
う

な

つ
て
く

る

と

、

チ

ェ
ー

ン

バ

レ

ン
の
偏

見

に
充

ち

た
著

書

も

ま

た
、

「
偏

見

」

の
ゆ

ゑ

に
、

価
値

を

落

す

も

の

で

は

な

い
。

な

ぜ
な

ら

、

そ

の
後

の
無

数

の

ワ

ー

グ

ナ
支

献
も
、
こ
と
ご
と
く
、
そ
れ
ぐ

の
偏
見
の
所
産
だ
か
ら
で
あ
る
.

チ

ェ

ー

ン

バ

レ

ン

は

、

『
リ

ヒ

ア

ル

ト

・
ワ

ー

グ

ナ

ー

』

の

中

で

、

フ

ォ

イ

ア

ー

バ

ハ

の

ワ

ー

グ

ナ

ー

へ

の

影

響

を

、

極

め

て

小

さ

く

評

価

し

て

ゐ

る

。
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「
チ

ュ
ー

リ

ヒ
時

代

の

ワ
ー

グ

ナ

ー

の
著

作

に

は

フ

ォ
イ

ァ
ー

バ

ハ
と

の
単

な

る

一
般

的

な
接

触

が
見

ら

れ

る

の

み

で

あ

つ
て
、

真

の
哲

学

的

接

触

は

認

め

ら

れ

な

い

。
」

(
ミ

ら
ぎ

ミ

ミ

轟

ミ

き

ω
・
H
ω
α
)

何
ら

と

、

チ

ェ

ー

ン

バ

レ

ン

は

云

ひ

、

ま

た

、

か

う

も

書

い

て

ゐ

る

。

「
要

す

る

に

、

フ

ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
は

、

ワ

ー

グ

ナ

ー

の
概

念

を

明

確

に

し

た

と

い
ふ

よ

り

は
、

む

し

ろ

、

混

乱

せ

し

め

た

。
」
(
ω
μ
ω
O
)



チ

ェ
ー

ン
バ

レ

ン
に
よ

れ
ば

、

「
フ

ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
は
、

ワ
ー

グ

ナ

ー

の
思

想

の

た

め

に
、

二
、

三

の
用

語

(
閃
o
同
ヨ
①
一)

を

提

供

し

た

に
す

ぎ

な

い
」

の

に
対

し
、

シ

ョ
ー

ペ

ン

ハ
ウ

ア
は

、

ワ

ー

グ

ナ

ー

に

一
つ

の
形

式

(
閏
o
『
ヨ
)

を
与

へ
た

と

し

て

ゐ

る

。

チ

ェ

ー

ン

バ

レ

ン
は
、

7

オ

イ

ア

ー
バ

ハ
と

ワ
ー

グ

ナ

ー
と

の
繋

が

り

を

、

出

来

る

だ

け

軽

く

見

た

か

つ

た
。

シ

ョ
ー

ペ

ン

ハ
ウ

ア
か

ら

ワ
ー

グ

ナ

ー

へ
の
影

響

は

大

き

か

つ
た

が
、

し

か

し
、

フ

ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
か
ら

の
影

響

は
、

小

さ

か

つ

た
、

と

チ

遇
ー

ン

バ

レ

ン
は

云

ひ

た

か

つ
た

の

で
あ

る
。

な

ぜ
?

チ

ェ
ー

ン
バ

レ

ン
は
、

一
八

五

五

年

生

れ

の

イ

ギ

リ

ス
人

で
あ

る

が
、

の

ち

ド

イ

ツ
人

と

な

つ
た
。

こ

の
人

は
、

人
種

論

者

で

あ

り
、

一
八

九
九

年

に
出
版

し

た

『
十

九
世

紀

の
基

礎

』

(
b
龍

O
ミ

ミ

ミ
鴫
§

§

防

5

鳶

ミ

ミ

ミ

ミ

"恥
)
は
、

ナ

チ

ス
の

人
種

論

に

大

き

な

影

響

を
与

へ
た

と

云

は

れ

る
。

ワ

ー

グ

ナ

ー
と

チ

ェ
ー

ン
バ

レ

ン
の
関

係

は

と

云

へ
ば
、

チ

ェ
ー

ン
バ

レ

ン
は
、

一
八

八

二
年

、

バ
イ

ロ

イ

ト

で

ワ
ー

グ

ナ

ー
と

面

識

を

も

ち

、

一
九

〇

八
年

に

は
、

ワ

ー

グ

ナ

ー
の

次
女

工

ー

フ

ァ
と
結

婚

、

ワ

ー

グ

ナ

ー

に

つ

い

て

は
、

『
ワ

ー

グ

ナ

ー

の
劇

作

品

』

(b
霧

b
ミ

§
匙

ミ

ら
ぎ

ミ

ミ

£

ミ

＼
漁

H
。。
り
b。
)

と

『
リ

ヒ

ア

ル

ト

・
ワ

ー

グ

ナ

ー
』

(肉
詩
ぎ

ミ

ミ

亀
隣
ミ

蕊

昌
◎。
¢
O
)

と

を

書

き

、

ワ

ー

グ

ナ

ー

の

「
神

聖

化

」

に

つ
と

め

た
。

一
九

二

三
年

五
月

、

ヒ
ト

ラ

ー

は
、

バ
イ

ロ
イ

ト
の

ワ

ー

グ

ナ

ー
旧

居

ワ
ー

ン

フ
リ

ー

ト
を

訪

れ

た
。

そ

こ

で
、

ヒ
ト

ラ

ー
を
迎

へ
た

の

は
、

ワ
ー

グ

ナ

ー
未
亡

人

コ
ー

ジ

マ
、

息

子

ジ

ー

ク

フ

リ

ー

ト
と

そ

の

妻

グ

ィ

ニ

フ

レ

ッ
ト

な

ど

で
あ

つ
た

が
、

女

婿

チ

ェ
ー

ン

バ

レ

ン
も

そ

の

中

に

ゐ

て
、

チ

ェ

ー

ン

バ

レ

ン
は
、

こ

の

未
来

の
総

統

か

ら

強

烈

な
印

象

を
う

け
、

た

ち

ま

ち
、

ヒ
ト

ラ

ー
崇

拝

者

と

な

つ
た

。

ナ

チ

ス
は

ワ

ー
グ

ナ

ー
を
利

用

し

た

が
、

ワ

ー

グ
ナ

ー
と

ナ

チ

ス
と

が

結

び

つ
く

上

で
、

ワ
ー

グ

ナ

ー

の
著

作

の

中

に

「
国
粋

的

」

(
〈
α
一犀
一ω
O
げ
)

傾

向

を
指

摘

し

た

チ

ェ
ー

ン

バ

レ

ン
の

ワ

ー

グ

ナ

ー
論

が

、

大

き

な

役
割

を

果

し

て

ゐ

る

の
で

あ

る

。

こ

の

や

う

な

チ

ェ
ー

ン

バ

レ

ン
が

、

フ

ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
を

好

む

筈

が

な

い
。

7
オ

イ

ア

ー

バ

ハ
は

、

哲

学

史

に

よ

れ

ば

、

へ
;
ゲ

ル
左

派

に

属

す

る
。

マ
ル

ク

ス
は
、

一
般

に

は
、

へ
ー
ゲ

ル
か
ら

弁

証

法

を

、

フ
ォ

イ

ァ

ー

バ

ハ
か
ら

唯

物

論

を

摂

取

し

、

弁

証

法

的

唯

物

論

一17一



を

構
築

し

た
と

云

は

れ

る
。

ナ

チ

ス
が
、

ユ
ダ

ヤ
人

と
共

に
最

も

嫌

つ

た

の

は
、

マ

ル
ク

ス
主
義

で

あ

つ
た
。

ナ

チ

ス
の
宣

伝

ビ

ラ

に

は

書

い
て

あ

る

、

「
マ

ル
ク

ス
主
義

は
死

ね

、

社

会

主
義

が

生

き

る

た

め

に
!

」

チ

ェ

ー

ン

バ

レ

ン
は
、

そ

の
思

想

的

立

場

か
ら

し

て
、

当

然

の

こ
と

な

が

ら

、

ワ

ー
グ

ナ

ー
と

7

オ
イ

ア
ー

バ

ハ
と

の
関

係

を
出

来

る

だ
け

希

薄

に
し

た

か

つ
た

の

で

あ

り
、

そ

の

反
動

と

し

て
、

シ

ョ
ー

ペ

ン

ハ
ウ

ア
か

ら

の
影

響

を
強

調

し

た

の

で

あ

る
。

し

か
し
、

チ

ェ
ー

ン

バ

レ

ン
の

ワ
ー

グ

ナ

ー
解

釈

は
、

思

想

上

か

ら

の
偏

向

と

し

て
、

簡

単

に
捨

て

去

ら

れ

て

い

・
も

の

な

の

か
、

ど

う

か
。

(六
)

革

命

と

愛

ワ
ー

グ

ナ

ー
と

フ
ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
と

の

一
致

点

は
、

ま

つ

第

一
に
、

社

会

の
現

状
打

破

と
改

革

で

あ

り
、

さ
う

し

て
、

次

に
、

愛

の

問

題

で
あ

る
。

一
般

に
は

、

と

か

く
、

後

者

、

愛

に

つ
い

て

の

み
重

視

さ

れ

が

ち

で

あ

る

が
、

革

命

へ
の
懲

愚

は
、

そ

れ
以

上

に
重

要

で

あ

る

と
思

は
れ

る
。

『
ニ
ー

ベ

ル

ン
グ

の
指

環
』

は
、

制

作

に

二
十

六

年

も

か

・
つ
た

の

で

、

そ

の

間

に
、

作

者

ワ

ー

グ

ナ

ー

の
考

へ
が

変

つ
て

し

ま

ひ
、

改

稿

の
跡

が

い

ち

"
る

し

い
。

し

か

し
、

単

純

化

し

て

云

へ
ば
、

そ

れ

は

、

フ
ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
的

か
ら

シ

ョ
ー

ペ

ン

ハ
ウ

ア
的

へ
の
改
作

で

あ

つ
た
。

フ
ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
的

と

は
、

先

に
引

用

し

た

ジ

ー

ク

フ

リ

ー

ト

の
犠

牲

に
よ

つ

て
、

愛

の
世

界

が
実

現

す

る
と

い

ふ

ブ

リ

ュ

ン

ヒ

ル
デ

の
別

れ

の

こ
と

ば

の

み

を

さ

す

の

で

は

な

い
。

ワ

ー
グ

ナ

ー
が
、

は

じ

め

に
構

想

し

た

の

は
、

こ

の
堕

落

し

た
社

会

は
、

革

命

に

よ

つ

て
、

「
切

が
善

く

な

る
、

と

い

ふ

の

で
あ

つ
た
。

こ

れ

こ

そ
、

フ

ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
的

で
あ

る
。

し

か

し
、

ワ
ー

グ

ナ

ー

は
、

の
ち

に
、

こ

の
考

へ
を
変

へ
、

革

命

に

よ

つ
て
出

来

る
新

し

い
社

会

は

、

旧

の
社

会

と
同

じ

や
う

に
悪

い
、

と

し

た

の

で

あ

る

。

こ
れ

が
、

シ

ョ
ー

ペ

ン

ハ
ウ

ア
的

と

い

は

れ

る
構

想

で

あ

る
。
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ワ

ー

グ

ナ

ー
が
革

命

に
共

鳴

し

た

の

は
、

早

い
。

一
八

三

〇
年

、

ワ

ー

グ

ナ

ー

は
十

八
歳

で
、

ギ

ム

ナ
ジ

ウ

ム
の
生

徒

で

あ

つ
た

が

、

こ

の
年

の
夏

、

フ

ラ

ン

ス

に
七

月

革

命

が

お

こ
り

、

国

王

シ

ャ

ル

ル
は

イ

ギ

リ

ス
に

亡

命

し

た

。

ワ

ー

グ

ナ

ー

は
、

『
わ

が

生
涯

』

の

中

で
、

こ

の
七

月

革

命

に

ふ
れ

て

、

「
も

ち

ろ

ん
、

わ

た

し

は

こ
の

革

命

に
大

賛

成

だ

つ

た
」

(QD
■
ミ

)

と
書

い
て

ゐ

る
。

こ

の

七
月

革

命

は
、

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
各

地

に
波

及

し
、

そ

の
中

の

一
つ
、

ポ

ー

ラ

ン
ド

の

ワ

ル

シ

ャ

ワ
で

も
民

衆

の
蜂

起

が

あ

つ
た
。

ナ

ポ

レ
オ

ン
の
作

つ
た

ワ

ル
シ

ャ

ワ
大

公

国

は

、

ウ

ィ

ー

ン
会

議

で
消

滅

、

そ

の
後

に
、

ポ

ー

ラ

ン
ド

王
国

が
成

立

し

た

が
、

ロ
シ

ア
皇

帝

が

ポ

ー

ラ

ン
ド
王

を

兼

ね
て

ゐ

た

。

ワ

ル
シ

ャ
ワ

の
革

命

政

府

は
、

ロ

マ

ノ

フ
王
朝

の
廃

止

を
宣

言

す

る
が

、

し

か

し
、

間

も
な

く
、

ロ

シ

ア
軍

が

ワ

ル
シ

ャ
ワ
を

占

領

し

て

、

ポ

ー

ラ

ン
ド

の
蜂

起

は
終

つ
た
。

こ

の
時

も
、

ワ
ー

グ

ナ

ー

は
、

ポ

ー

ラ

ン
ド

の
人

民

が

、

短

時

日

に

も

せ
よ

、

戦

ひ
と

つ
た
成

功

に
驚

喜

し

て
を

り

(『
わ

が

生

涯

』

ω
.
①
①
)
、

革

命

失

敗

後

、

そ

れ

に

参

加

し

た

大

勢

の
人

た

ち
が

、

フ

ラ

ン

ス

へ
亡

命

の
途

次

、

ワ

ー

グ

ナ

ー

の
住

む

ラ

イ

プ

ツ

ィ

ヒ
を
通

つ
て
行

つ
た
が

、

ワ
ー

グ

ナ

ー

は
、

そ

の
人

た

ち

の
宿

泊

所

を

た

つ

ね
、

会

話

ま

で

も

つ
て

ゐ

る

。
ワ
ー

グ

ナ

ー
は

十

九

歳

で

あ

り

、

十

九

の
少

年

に
し

て

は

、

大

へ
ん

ま

せ

た
行

動

だ

つ
た

と

思

は

れ

る

。

一
八
四

八

年

、

パ

リ

に

二
月

革

命

が

お

こ

つ
た
。

国

王

ル
イ

・
フ
ィ

リ

ッ
プ

は

イ

ギ

リ

ス

へ
亡

命

。

革

命

の
結

果

、

国

営

工
場

が

つ
く

ら

れ
、

世

界

初

の
社

会

主

義

体

制

が

出

現

し

た
。

こ

の

二
月

革

命

は
、

ウ

ィ

!

ン
の

三
月

革

命

と

な
り

、

ウ

ィ

ー

ン
体

制

の
指

導

者

メ

ッ

テ

ル

ニ

ヒ
は

追

放

さ

れ

た
。

ワ

ー

グ

ナ

ー

は
、

早

速

、

『
ザ

ク

セ

ン
か

ら

ウ

ィ

ー

ン

の
人

々

へ
の

挨

拶

』

と

題

す

る
長

篇

の
詩

を

作

つ
て

、

そ

れ

を

オ

ー

ス

ト

リ

ア

の
新

聞

に
載

せ
、

こ

の
革

命

を

讃

美

し

て

ゐ

る
。

さ

う

し

て

、

ド

レ

ス
デ

ン
蜂

起

が

来

る

。

四

八
年

六

月

十

四

日
、

ワ

ー
グ

ナ
ー

は
急

進

的

な
政

治

団

体

「
祖

国

結

社

」

に

お

い

て
、

演

説

を

お

こ
な

ひ

(
『
共

和
主

義

の

運
動

は

王

権

に
対

し

て
、

い

か
な

る

関

係

に
あ

る

か
』
)
、

そ

こ

で
、

ワ
ー

グ

ナ

ー

は
貴

族

階

級

の
廃

止

を

訴

へ
た

・
め

に
、

政

府

の
要

注

意

人

物

と

な

つ
た
。

こ
の

時

、

ワ

ー

グ

ナ

ー
は

宮

廷

劇

場

の
第

一
指

揮

者

で

あ

り
、

い
は

ゴ
、

ザ

ク

セ

ン
王
室

に

か

・
へ
ら

れ

て

ゐ

る
体

制

内

の
人

物

で

あ
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つ

た
。

そ

れ

が
、

こ
の

や

う

な

反

体
制

的

な
発

言

を

し

た

の

で
あ

る
。

制

裁

措

置

は
、

迅

速

だ

つ

た
。

た

ず
ち

に
、

『
リ

エ

ン
ツ

ィ
』

は
、

レ
パ

ー

ト

リ

ー

か
ら

は

つ

さ

れ
、

十

二
月

に
初

演

予

定

だ

つ
た

『
ロ
ー

エ

ン
グ

リ

ー

ン
』

の
上

演

も

ま

た
中

止

と

な

つ

た
。

ワ

ー

グ

ナ

ー

の
も

と

で
、

宮

廷

劇

場

副
指

揮
者

を

し

て

ゐ

た

レ

ッ
ケ

ル
は
、

政

治

運

動

の

た
め

に
、

そ

の
地

位

を

解

雇

さ
れ

た
が

、

レ

ッ
ケ

ル
は
革

命

家

に
徹

す

る

決

心

を

し

、

「
民

衆

新

聞

」

と
題

す

る
週

刊

新

聞

を

発

行

し

て

(
四

八

年

八

月

以
来

)
、

民

衆

の
煽

動

に

の

(
2
)

り

だ

し

て

ゐ

た
。

ワ
!

グ

ナ

ー

は
、

こ

の
新

聞

に

、
匿

名

で
、

三

つ
の
記

事

を
書

い

て

ゐ

る

が
、

中

で

も
、

四

九
年

四

月

に
発

表

さ

れ

た

『
革

命

』

と
題

す

る
文

章

は
、

「
ア
ジ

び

ら
」

と

云

つ
て

も

い

・
や
う

な

激

烈

な

こ
と

ば

で
書

か

れ

て
ゐ

る

。

そ
れ

は

、

「
わ
れ
く

に
は
分

つ
て
ゐ
る
。
古
い
世
界
、
そ
れ
は
崩
壊
し
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
世
界
が
誕
生
す
る
の
で
あ
る
。

な
女
神
〈
革
命
〉
は
、
嵐
の
翼
に
乗

つ
て
轟
然
と
羽
音
を
た
て

・
や
つ
て
来
る
。
…
…
」

な

ぜ

な
ら

、

崇

高
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と

始

ま

り

、

さ

ら

に
、

「
革

命

」

か

ら

の

挨
拶

と

し

て

、

「
強

者

と

法

律

と
財

産

」

の
粉

砕

、

コ

人

の
人

間

が

、

他

の
者

を

支

配

す

る

一

切

の
支

配

権

」

の
粉

砕

を
主

張

し

て
ゐ

る
。

『
革

命

』

が

新

聞

に
載

つ
た

の

が
、

四

月

八
日

、

そ

し

て
、

あ

の

ド

レ

ス
デ

ン
蜂

起

は
、

五
月

三

日

に
勃

発
、

ワ
ー

グ

ナ

ー
の

そ

れ

へ

の
参

加

、

⊥L
命

と

つ

"
く
。

ワ

ー

グ

ナ

ー
が
、

フ

ォ
イ

ア
ー

バ

ハ
の

『
死

と

不

死

』

を

読

ん

だ

の

は
、

四

九

年

九

月
、

亡
命

先

の

チ

ュ
ー

リ

ヒ
に

お

い

て

ず
あ

る

。

ワ

ー

グ

ナ

ー
の
革

命

へ
の
関

心

、

革

命

に
よ

つ
て

一
切

は
善

く
な

る

と

い
ふ
革

命

へ
の
期

待

は

、

フ

ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
を

知

る

よ

り

も
、

ず

つ
と
以

前

か
ら

の
も

の

で
あ

つ

た
。

約

二
十

年

も

ま

へ
か
ら

、

ワ

ー
グ

ナ

ー
は
革

命

を

求

め

て
ゐ

た

の

で
あ

つ
た

し
、

革

命

讃

美

の
作

品

『
ジ

ー

ク

フ
リ

ー

ト

の
死

』

も

、

『
死

と

不

死
』

を

読

む

半

年

も

以

前

に
、

一
お
う

、

完

成

し

て

ゐ

た

の
で

あ

る

。

実

際

に
革

命

へ
の
参



加

時

点

で

も
、

ま

だ

フ

ォ
イ

ァ

!
バ

バ
を
読

ん

で

ゐ

な

い
。

か
う

見

て

来

る

と

、

ワ

ー

グ

ナ

!
が

、

『
ジ

ー

ク

フ

リ

ー

ト

の
死
』

に

お

い

て
、

堕

落

し

た
社

会

は
、

革

命

に

よ

つ
て

一
切

が
善

く

な

る

と

し

た

の
は

、

フ

ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
か
ら

の
、
単

な

る

影

響

と

云

つ

て
し

ま

つ

て

い

・
も

の
で

あ

ら

う

か

。

し

か

し
、

ま

た
、

か
う

も
考

へ
ら

れ

る

。

フ

ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
か
ら

ワ

ー

グ

ナ

ー

へ
の
影

響

は
、

革

命

肯

定

よ

り

は
、

む

し
ろ

、

愛

の
認

識

で

は

な

か

つ
た

の

か
。

フ

ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
は
、

愛

を
、

人
間

存
在

に
欠

く

可

か

ら

ざ

る

も

の

と

し
、

「
死

は
愛

の
最

後

の
確

証

」

で
あ

る

と

云

つ
て

ゐ

る

が
、

こ

の
点

に

お

い

て

も
ま

た
、

ワ

ー

グ

ナ

ー

は
、

す

で

に
、

一
八

四

一
年

の

『
さ

ま

よ

へ
る

オ

ラ

ン
ダ
人

』
、

四

五

年

の

『
タ

ン

ホ
イ

ザ

…
』

な

ど

の
中

で
、

そ

し

て

、

先

に
内

容

に

つ

い
て

や

・
立

入

つ
て

検
討

し

て

お

い

た

『
ナ
ザ

レ
の

イ

エ

ス
』

(
四

八
年

)

で
も

、

死

が

愛

の
最

も
確

か

な

し

る

し

で

あ

る

こ
と

を

、

は

つ
き

り

と
示

し

て

ゐ

る
。

(七
)

四

八

年

前

後
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そ

れ

で

は
、

フ
ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
と

ワ
ー

グ

ナ

ー

と

の

一
致

は
、

一
体

、

ど

う

説

明

す

れ
ば

よ

い

の

か
。

フ

ォ
イ

ア

ー
バ

ハ
の
著

書

『
死

と
不

死

』

は
、

一
八

三

〇

年

の
出

版

当

時

、

危

険

思

想

と
見

な

さ
れ

、

そ

の

た

め

に
、

フ
ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
は

公
職

か

ら
締

め
出

さ

れ

た

の

で

あ

つ
た

が
、

四

八

年

か

ら

四

九

年

に

か

け

て

の

ハ
イ

デ

ル

ベ

ル
ク

で

の
連

続

講

演

は
、

学

生

の
希

望

に
よ

る

も

の

で

あ

つ
た

。
時

代

が
、

フ

ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
を

求

め

た

の
で

あ

る
。

ケ

ラ
ー

と

フ

ォ
イ

ア
ー

バ

ハ
と

の

こ

の
時

の
出

会

ひ
が

、

詩

的

リ

ア

リ

ズ

ム
誕

生

の
日

と

さ

れ

る

の
も

、

た

"
ケ

ラ

ー
が

、

7
オ

イ

ァ

ー

バ

ハ
の

講

演

を

き

い

た

か
ら

、

さ
う

な

つ
た

の

で

は

な

く

、

ま

さ

に

さ
う

な

る

や

う

に
、

時

代

が

用

意

し

た

の

で
あ

つ
た
。

フ
ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
と

ワ

ー

グ

ナ

ー
と

の

一
致

、

な

い

し
、

類

似

は
、

フ
ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
か
ら

ワ

ー

グ

ナ

ー

へ
の
影

響

と

い
ふ

よ

り

も
、

よ
り

多

く

は
、

時

代

か
ら

の
影

響

と
云

つ
て

も

い

・
で

あ
ら

う

。

二
人

と
も

、

同

時

代

に
生

き

る

者
同

士

と

し

て

、
同

じ

や

う

に
考

へ
た



の

で

あ

る

。

一
八

四

八

年

は

、

ヨ

ー

ロ
ッ

パ
史

に

と

つ
て
、

一
つ
の

メ

ル
ク

マ
ー

ル
の
年

に
あ

た

る

。

こ

の
年

を

頂

点

に
、

ヨ

ー

ロ
ッ

パ
の
革

命

熱

は

燃

え

上

つ

た
。

フ

ォ

イ

ァ

ー

バ

ハ
も
、

ワ
ー

グ

ナ

ー
も

、

堕

落

・
腐

敗

し

た
旧
社

会

の
変

革

を

期

待

し

、

来

る

べ
き

新

し

い
社

会

は
、

個

の

エ
ゴ

イ

ズ

ム
が

共

同

体

へ
と

止
揚

さ

れ

る
愛

の
社

会

を

夢

み

た
の

で

あ

る

。

以

上

の
観

点

に

立

つ
時

、

ワ

ー

グ

ナ

ー
は

フ

ォ
イ

ア

ー

バ

ハ
か
ら

「
二
、

三

の
用
語

」

を
借

用

し

た

に
す

ぎ

な

い
と

い

ふ

チ

ェ
ー

ン

バ

レ

ン
の

主

張

は

、

十

分

に
肯

定
出

来

る

。

一
般

に
、

哲

学

者

や

思
想

家

か

ら

の
作

家

へ
の
影

響

と

い

ふ
場

合
、

か

う

し

た

も

の

が
多

い
で

あ

ら

う

と

思

は

れ

る

。

さ

う

で

な

け

れ

し
も
ぺ

ば

、

作

家

は

哲

学

者

や

思
想

家

の
偲

偲

と
な

り

さ
が

つ

て
了

ふ
。

作

家

は
哲

学

者

の
僕

で

は

な

い
。

ワ

ー

グ

ナ

ー

に
大

き

な

影
響

を
与

へ

た

も

う

一
人

の
哲

学
者

シ

ョ

ー

ペ

ン

ハ
ウ

ア

と

ワ

ー

グ

ナ

!
と

の

関
係

も

、

フ

ォ

イ

ァ

ー

バ

ハ
と

の
そ

れ

に
等

し

い
。

ワ

ー
グ

ナ

ー
が

フ

ォ

イ

ア

ー

バ

ハ
の
著

書

を
読

ん

で
、

そ

の
中

に
、

自

分

の
考

へ
と

同

じ

も

の
を

見

つ
け

て
、

我

が

意

を

得

た
り

、

と

大

い
に
力

づ

け
ら

れ

た

と

同

様

に

、

ワ

ー
グ

ナ

ー

は

シ

ョ
ー

ペ

ン

ハ
ウ

ア
の

『
意

志

と
表

象

と

し

て

の

世

界

』

を

読

ん

で
、

共

鳴

す

る

思

想

を
発

見

し
、

驚

喜

し

た

の
で

あ

つ
た

。
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注

(
1
)

(
2
)

但
し
、

エ
ア
ラ
ン
ゲ

ン
大
学

の
私
講
師

は
、

三
八
年
ま
で

つ
"
け
て
ゐ

る
。

「
ド
イ
ツ
と
諸
侯
」

四
八
年
十
月
十
五
日
、
「
人
間
と
現
在
の
社
会
」

四
九
年

二
月
十

日
、
「
革
命
」
四
九
年
四
月

八
日
。
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